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2広報せきかわ　2009・10月号 

　
八
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日

に
か
け
て
「
第
二
十
二
回
え
ち
ご

せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

「
大
蛇
パ
レ
ー
ド
」
に
は
、
村
民

を
は
じ
め
、
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯

地
の
隊
員
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
協
会
の
皆
さ
ん
な
ど
、
約
五

百
人
の
担
ぎ
手
が
参
加
。
大
蛇
を

ひ
と
目
見
た
い
と
集
ま
っ
た
約
一

万
人
の
観
客
を
前
に
、
ギ
ネ
ス
認

定
世
界
一
の
大
蛇
が
迫
力
あ
る
う

ね
り
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
今
月
号
で
は
、
関
川
村
が
熱
く

燃
え
た
二
日
間
を
写
真
で
振
り
返

り
ま
す
。 

村
が
熱
く 

　
燃
え
た
２
日
間 
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「
え
ち
ご
関
川
踊
り
た
〜
い
」
の

皆
さ
ん
が
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

を
披
露
。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
協
会
チ
ー
ム
も
加
わ
り
、
華
や

か
な
踊
り
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。 

� 

� 　
羽
越
水
害
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
を
供
養
す
る
灯
ろ
う
流
し
。
そ

れ
ぞ
れ
に
思
い
を
込
め
た
灯
ろ
う

が
高
瀬
河
原
か
ら
流
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
に
持
ち
寄

る
、
関
川
村
の
炬
火
「
小
さ
く
て

も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
の
火
」
の
集

火
式
が
行
わ
れ
、
三
つ
の
火
が
一

つ
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

� 

� 　
喜
っ
喜
大
会
の
予
選
に
は
、
約

五
百
人
が
参
加
。
熱
戦
を
制
し
た

の
は
神
奈
川
県
川
崎
市
か
ら
ま
つ

り
に
訪
れ
て
い
た
、
布
川
節
子
さ

ん
で
し
た
。 

　「えちごせきかわ大したもん蛇まつり」

におおぜいの村民の皆さま、ご協力くだ

さいましてありがとうございました。 

　土曜日の開催となり、企業、職場の方々

には、いろいろとご配意いただきました。

関川中学校の学年参加、村外から国際ボ

ランティア学生協会、自衛隊新発田、三

条市の方々などに応援いただき、盛大な

まつりとなりました。 

　９月26日、トキめき新潟国体オープ

ニングイベントの要請をうけ、多くの村

民の皆さまに開会式場でもかついでいた

だき、夏の甲子園に続いて、関川村を全

国発信することができました。 

　紙面をお借りしてお礼申しあげます。 

▲まつりのお祝いに、さいたま

　龍神まつり会の皆さんも駆け

　付けてくれました。 

 

�清流荒川を会場に行われた、

　花火大会では、尺玉55連発

　が打ち上げられ、夏の夜空を

　彩りました。 

たくさんのご寄付 
ありがとうございました 

　大蛇パレードは、９月26日に開催され

た「トキめき新潟国体」開会式オープニン

グセレモニーでもパレードを行いました。 

　その様子は、11月号の広報せきかわで

紹介します。大変お疲れさまでした。 

大
会
会
長
　

平

田

大

六

 

大蛇パレード浄財　209,294円 

大
し
た
も
ん
蛇 

　
　
ま
つ
り
の
お
礼 
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国民健康保険・長寿医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　℡６４－１４７２ 

※ご注意ください 

　平成20年４月以降に、村外（長寿医療

対象者は県外）から関川村へ転入した方

などの場合、以前の受診などの履歴が把

握できないため、勧奨案内ができない場

合があります。平成20年４月～平成21

年７月までの医療費と介護サービス利用

料が高額だった場合は、住民福祉課へお

問い合わせください。 

　『お医者さんにかかったときの自己負担額』と、『介護

保険のサービスを利用したときの利用者負担額』の一年

分の自己負担額を合算した金額が、この制度の自己負担

限度額を超えると、限度額を超えた分が高額介護合算療

養費として支給されます。 

　支給額は、国民健康保険（長寿医療制度）と介護保険

で支払った自己負担額の割合で、それぞれの保険者から

支払われます。 

＊対象となる方へは、12月以降に申請手続きのご案内

　をします。ご案内が届きましたら、役場住民福祉課

　で申請手続きを行ってください。 

高額医療・高額介護合算制度とは？ 

申請手続きのながれ 

役場または広域連合 
から対象となる方に、 
支給申請案内書を送 
付します。 
（12月以降） 

役場または 
新潟県後期高齢者 
医療広域連合 

支給申請書を役場住民 
福祉課の窓口に提出し 
ます。 

役場住民福祉課 

申請いただくと後日、国民健康保険（長寿医療制度）と介護 

保険の両方から、高額介護合算療養費が支給されます。 

① ② 

③ 

こんなときはどうなるの？ 
Ｑ　同じ世帯に国民健康保険の加入者と、長寿医療制度の加入者
　がいるのですが、自己負担限度額を合算してもいいのですか？ 

Ａ　合算することはできません。医療保険ごとに１つの世帯とみ
　なしますので、それぞれ別々に計算することになります。 

Ｑ　私（42歳）は、昨年10月に胎内市から関川村に転入しまし
　た。かかった医療費について自動的に計算してもらえるのです
　か？ 

Ａ　村外から転入した場合は自動計算されませんので、各自で申
　請をしていただく必要があります。（長寿医療制度の加入者は
　県外から転入した場合、各自で申請をしていただくことになり
　ます） 

【申請に必要なもの】 
①支給申請書　　　　　②印かん 
③振込先の預金通帳　　④保険証 
※『自己負担額証明書』をお持ちの方は、 
　持参してください。 

「国民健康保険・長寿医療制度」のお知らせ 
Vol.2　高額医療・高額介護合算制度について 

医療保険の自己負担額 

高額医療・高額介護合算制度 

それぞれを合算し、年額で限度額を設けます 

介護保険の自己負担額 

月額で限度額が 
設けられています 
「高額医療費」 

月額で限度額が 
設けられています 

「高額介護サービス費」 
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衆議院議員総選挙 
村の開票結果 

 
九
月
定
例
村
議
会 

条

　

　

例

 

報

　

　

告

 

財

産

の

取

得

 

補 正 予 算  

決

算

認

定

 

議 会 の  
動 　 き  

 

会
期
　
九
月
八
日
〜
九
月
十
七
日 

■
村
体
験
滞
在
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

＊
―
都
市
な
ど
か
ら
の
来
訪
者
の

交
流
や
定
住
を
促
進
し
、
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
、
光
兎
寮
（
上

野
新
地
内
）
を
関
川
村
体
験
滞
在

施
設
に
定
め
る
も
の
で
す
。
な
お
、

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
滞
在

期
間
に
応
じ
て
定
め
て
い
ま
す
。 

■
村
ほ
う
賞
条
例
の
一
部
改
正 

＊
―
一
般
表
彰
、
特
別
表
彰
の
ほ

か
、
村
民
栄
誉
賞
を
新
た
に
加
え

る
も
の
で
す
。 

　
村
民
栄
誉
賞
は
、
広
く
村
民
に

敬
愛
さ
れ
、
村
民
に
明
る
い
希
望

と
活
力
を
与
え
る
と
と
も
に
、
村

民
の
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。 

■
平
成
二
十
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告 

＊
―
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化

法
に
伴
い
報
告
す
る
も
の
で
す
。 

▽
実
質
公
債
比
率
　
一
五
・
八
％ 

▽
将
来
負
担
比
率
　
六
八
・
一
％ 

■
平
成
二
十
年
度
関
川
村
各
会
計
・

水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定 

＊
―
平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計

と
十
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
決
算
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ
き
か

わ
十
一
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。 

■
除
雪
機
械
の
購
入 

▽
除
雪
ド
ー
ザ
11
ｔ
級 

　
　
　
　
　
　
　
車
輪
式
　
二
台 

▽
ス
ノ
ー
ロ
ー
ダ
1.5
�
級 

　
　
　
　
　
　
　
車
輪
式
　
一
台 

▽
契
約
金
額 

二
千
九
百
二
十
八
万
四
千
五
百
円 

▽
契
約
相
手
方 

　
北
越
Ｔ
Ｍ
Ｃ
株
式
会
社 

　
　
　
　
　
（
新
潟
市
江
南
区
） 

■一般会計(第６号) 

補正額　3,170万円を追加 

総　額　55億8,580万円 

■国民健康保険事業特別会計(第２号) 

補正額　1,670万円を追加 

総　額　8億1,610万円 

■老人保健特別会計(第１号) 

補正額　2,122万7千円を追加 

総　額　2,272万7千円  

■後期高齢者医療特別会計(第１号) 

補正額　105万6千円を追加 

総　額　6,415万6千円 

■公共下水道事業特別会計(第１号) 

補正額　450万円を減額 

総　額　5億4,770万円 

■水道事業会計(第１号) 

収益的支出　123万4千円を追加 

資本的収入　1,650万円を追加 

資本的支出　1,670万円を追加 

衆議院議員総選挙 
村の開票結果 

　８月30日執行の「第45回衆議院議員
総選挙」の投票が、村内９か所の投票所
で行われました。 
　投票率は、小選挙区が80.5％、比例代
表が80.45％と、いずれも前回を上回る
結果となりました。 

●小選挙区 

●比例代表 

投票率は前回を上回る80.5％ 

有権者数 投票者数 投票率(前回投票率)

男 2,716人 2,226人 81.96% (78.88%)

女 3,028人 2,398人 79.19% (78.68%)

計 5,744人 4,624人 80.50% (78.78%)

有権者数 投票者数 投票率(前回投票率)

男 2,716人 2,226人 81.96% (78.88%)

女 3,028人 2,395人 79.10% (78.68%)

計 5,744人 4,621人 80.45% (78.78%)

候補者氏名 得票数 

富川まさみつ 

いなば大和  

黒岩たかひろ 

無　　　　効 

不在者投票の不受理 

投 票 総 数 

46票 

2,090票 

2,403票 

84票 

1票 

4,624票 

届出政党等の名称 得票数 

国 民 新 党  

自由民主党 

民　主　党 

日本共産党 

新 党 日 本  

社会民主党 

幸福実現党 

公　明　党 

無　　　効 

不在者投票の不受理 

投票総数  

194票 

1,544票 

2,025票 

93票 

29票 

140票 

48票 

372票 

175票 

1票 

4,621票 



新・関川小学校の校舎 
完成は11月下旬 
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九
月
十
二
日
、
大
規
模
地
震
を

想
定
し
た
「
大
島
・
上
土
沢
集
落

合
同
避
難
訓
練
」
が
、
土
沢
小
学

校
を
本
部
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
集
落
間
の
協
力
体
制

を
図
ろ
う
と
、
二
集
落
合
同
で
初

め
て
開
催
。
地
元
住
民
や
消
防
団
、

村
上
市
消
防
本
部
な
ど
約
三
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
避
難
訓
練
で
は
、
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
、
今
後
も
余
震
が
続

く
こ
と
を
想
定
。
広
報
無
線
で
避

難
開
始
の
放
送
を
聞
い
た
住
民
は
、

集
落
防
災
計
画
で
決
め
ら
れ
て
い

る
一
次
避
難
場
所
へ
避
難
を
開
始
。

そ
の
後
、
二
次
避
難
場
所
で
あ
る

土
沢
小
学
校
に
集
合
し
、
安
否
の

確
認
を
し
ま
し
た
。 　

ま
た
、
村
上

市
消
防
本
部
に

よ
る
救
急
法
講

習
や
初
期
消
火

訓
練
、
地
震
体

験
車
に
よ
る
地

震
体
験
な
ど
も

実
施
。
中
越
地

震
の
震
度
６
を

体
験
し
た
男
性

の
方
は
「
こ
れ

か
ら
揺
れ
る
と

分
か
っ
て
い
て

も
、
と
て
も
怖

い
と
感
じ
ま
し

た
」
と
、
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、

婦
人
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
も
行
わ
れ
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、

一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
高
め

ま
し
た
。 

大
島
・
上
土
沢
集
落
自
主
防
災
組
織 

村
内
初
と
な
る 

　
　
　
集
落
合
同
の
避
難
訓
練 

▲村上市消防本部の指導を受けながら、心肺蘇生法や 
　ＡＥＤの使い方を学習。 

　
「
大
蔵
神
社
祭
礼
」
が
九
月
十

四
日
と
十
五
日
の
二
日
間
、
秋
晴

れ
の
も
と
で
行
わ
れ
、
お
神
輿
を

先
頭
に
勇
壮
な
大
輪
や
華
や
か
な

山
車
、
樽
み
こ
し
が
下
関
集
落
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。 

　
祭
礼
は
、
実
行
委
員
会
を
中
心

に
、
青
年
団
や
消
防
団
、
子
ど
も

た
ち
が
早
く
か
ら
準
備
を
す
す
め

て
い
た
も
の
。
今
年
も
集
落
が
ひ

と
つ
に
な
り
、
伝
統
あ
る
秋
ま
つ

り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

勇壮に 
　そして華やかに 

　平成21年４月に開校する統合小学校「関

川小学校」の校舎新築工事が、現在、大詰め

を迎えています。 

　平成20年７月から工事が進められてきた

新校舎は鉄筋コンクリート造３階、体育館が

鉄筋コンクリート造１階で、学童保育所も併

設され、延床面積7,168㎡、屋根は瓦葺きと

なっています。 

　現在、工事の進捗率は約７割で、11月下

旬に完成予定。完成後は、12月に村内小学

生児童全員や村民対象の校舎見学会、関小学

校児童の引っ越しを行った後、旧校舎の解体

作業に着工する予定です。 

新・関川小学校の校舎 
完成は11月下旬 

▲関川小学校の正面玄関 
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あの甲子園の感動再び あの甲子園の感動再び 

 

 

　
秋
の
収
穫
期
を
迎
え
、
村
内
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
稲
を
刈
る
コ
ン

バ
イ
ン
の
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま

す
。
酒
米
の
五
百
万
石
や
早
稲
品

種
の
こ
し
い
ぶ
き
、
ゆ
き
の
精
な

ど
の
刈
り
取
り
が
九
月
中
旬
か
ら

開
始
。
ま
た
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収

穫
は
下
旬
が
ピ
ー
ク
で
、
十
月
中

旬
ま
で
続
く
見
込
み
で
す
。 

　
昨
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
関

川
村
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
品
質
は
一

等
米
比
率
で
九
五
・
五
％
と
県
平

均
の
八
四
％
を
大
き
く
上
回
り
、

収
量
も
十
ア
ー
ル
当
た
り
五
百
三

十
㎏
と
豊
作
に
な
り
ま
し
た
。 

北
陸
農
政
局
新
潟
農
政
事
務
所
の

農
林
水
産
統
計
に
よ
れ
ば
、
今
年

の
岩
船
地
域
の
作
柄
は
や
や
不
良

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
九
月
一
日
、「
交
通
安
全
全
国
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
」
に
よ
る
交
通
安
全

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が
、
村
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、

「
み
ん
な
で
す
す
め
よ
う
交
通
安

全
」
を
テ
ー
マ
に
内
閣
府
が
主
催
。

全
国
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
が
、

七
隊
に
分
か
れ
て
全
国
を
巡
回
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て
い
る
も

の
で
す
。 

　
当
日
は
、
金
子
和
子
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
長
が
内
閣
府
の
交
通
安
全
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
。
ま
た
、
平
田

大
六
村
長
か
ら
は
交
通
安
全
色
紙

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
ほ
か
、
伝
達
式
の
後
は
、

村
上
警
察
署
の
小
林
弘
幸
係
長
か

ら
の
講
話
、
県
警
本
部
の
腹
話
術

な
ど
の
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
約
百
人
の

方
は
、
交
通
安
全
意
識
を
さ
ら
に

高
め
て
い
ま
し
た
。 

　夏の甲子園で準優勝を成し遂げた、日

本文理高校野球部の活躍を振り返る、新

潟日報社主催の写真展「準優勝の軌跡」

が、県内巡回に先駆けて９月８日から18

日まで村民会館で開かれ、村内外から大

勢の方が訪れました。 

　写真展は、初戦から決勝戦までを追っ

たプレーや閉会式での写真パネルなど約

40点のほか、本社号外11枚がずらり。

村出身のバッテリー伊藤直輝さん、若林

尚希さんの活躍はもちろんのこと、スタ

ンドでの関川応援団の姿や桂の関温泉ゆ

～む、関川中学校での応援風景も飾られ、

訪れた方は夏の感動を再び思い出してい

ました。 

　新発田市から訪れていたご夫婦は「歴

史を塗り変えた日本文理に感動しました。

写真を見るとあの時の興奮がよみがえり

ます」と話し、また、村内の方は「村出

身のバッテリー２人が、関川村を全国に

アピールしてくれました」と、熱心に写

真を眺めていました。 

関
川
産
米 

『交通事故を減らし、 
　　安心・安全な生活を』 

全国交通安全キャラバン隊 

Wなおき出身の関川村で 
巡回写真展が開催 

あの甲子園の感動再び 
ダブル 

▲平田村長から金子和子隊長に手渡された 
　「道は縄文時代から在る」を書いた色紙 

一
斉
に 

　
秋
の
収
穫 

◆ 
◆ 

◆ 

◆ ◆ 

◆ 
◆ 

◆ 

水稲の収穫量と１等米比率 

400 50

60

70

80

90

100

500

600
％ ㎏ 

収
　
穫 

１

等

米

比

率

 

10a当り平均収穫量 

？ 

（注）1等米比率は、農協出荷分の数値 

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 年 

1等米比率 
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道

Ⅰ

 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

　
　
　
　

地
球
温
暖
化

⑦
」 

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
） 

　
八
月
十
五
日
は
、
日
本
人
に
と

っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
終

戦
記
念
日
」
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
が
東
京
日
本
武
道
館
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
て
、
私
も
出
席
し

て
き
ま
し
た
。
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
も
ご
臨
席
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

七
千
人
の
方
々
が
参
列
し
て
平
和

を
誓
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
か
ら
六
十
四
年
前
、
日
本
国

は
敗
戦
に
よ
り
、
食
物
を
は
じ
め
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
が
乏
し
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
貧
困
の
ど
ん

底
か
ら
立
ち
上
が
り
、
今
や
世
界

に
勝
る
経
済
大
国
に
な
り
ま
し
た
。 

　
当
時
は
、
ま
さ
に
低
炭
素
社
会

で
し
た
。
焼
野
原
だ
っ
た
、
大
都

会
東
京
。
そ
れ
が
、
世
界
に
誇
る

「
発
熱
都
市
大
東
京
」
。
電
気
、

ガ
ス
、
車
の
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
膨
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
真
夏
の
東
京

を
赤
く
染
め
つ
く
し
て
い
ま
し
た
。

高
層
ビ
ル
群
の
明
か
り
が
眩
し
く
、

眼
下
に
は
、
車
の
テ
ー
ル
ラ
イ
ト

の
銀
白
色
が
帯
の
よ
う
に
郊
外
へ 

と
延
び
て
見
え
る
。 

　
東
京
は
、
地
球
上
の
ど
こ
の
都

市
よ
り
も
発
熱
ガ
ス
が
激
し
い
。

こ
の
百
年
間
で
、
都
心
の
平
均
気

温
は
三
度
上
昇
し
て
い
る
と
か
。

（
一
月
五
日
付
け
朝
日
新
聞
よ
り
）

東
京
に
集
ま
る
電
気
の
約
七
割
は
、

化
石
燃
料
か
ら
作
ら
れ
る
。
石
油

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、

天
然
ガ
ス
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
世
界
中
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
。
車
の
ガ
ソ
リ
ン
は

九
割
を
中
東
諸
国
に
依
存
し
て
い

る
。
世
界
最
大
の
産
油
国
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
首
都
リ
ヤ
ー
ド
で
は
、

気
温
四
〇
度
を
超
す
夏
の
昼
間
を

避
け
、
夜
中
に
仕
事
の
無
い
若
者

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
乗
り
回

し
て
賑
わ
う
。 

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
は
、
こ
ん

な
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
父
の
交
通
手
段
は
ラ
ク
ダ
だ
っ

た
。
私
は
自
動
車
を
運
転
す
る
。

息
子
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
に
乗
っ
て
い

る
。
彼
の
息
子
は
、
ラ
ク
ダ
に
移

動
す
る
だ
ろ
う
」
。
こ
の
こ
と
わ 

佐藤隆二郎（②・高　瀬） 

須貝　和孝（③・高　田） 

須貝　　徹（③・高　田） 

須貝　正明（④・中　束） 

阿部　充宏（⑤・大　島） 

佐藤　伸一（⑤・上土沢） 

板越　貴裕（⑤・幾　地） 

 

 

 

 

 

－優良分団表彰－ 

　郡市ポンプ操法競技会

小型ポンプの部で見事２

年連続優勝し、新潟県消

防大会ポンプ操法競技会

に出場し、健闘した功績

◎第６分団  

（分団長・新野清・片貝） 

－勤続章－ 

（25年以上勤続） 

平田　　均 

　　　　（副団長・下関） 

松田　　一（⑤・山　本） 

近　　英夫（⑤・幾　地） 

新野　健一（⑥・金　丸） 

伊藤　政徳（⑥・　沼　） 

菅　　角雄（⑦・久　保） 

前田　新吾（⑦・鮖　谷） 

川又　　学（⑦・鮖　谷） 

五十嵐正一（⑦・上川口） 

 

《村消防団長表彰》 

－勤労章－ 

須貝　圭介（③・高　田） 

平田　勝彦（③・　桂　） 

平田　　稔（③・松　平） 

高橋　　充（④・中　束） 

内山　　巧（④・南　中） 

近　　和也（④・朴　坂） 

駒沢　勝明（④・深　沢） 

沢田　　浩（⑤・大　島） 

高橋　　猛（⑦・金　俣） 

伊藤　孝幸（②・上　関） 

高井　龍一（②・高　瀬） 

渡邉　晃夫（②・　沢　） 

小池　正明（③・高　田） 

大島　克巳（④・上野新） 

横山　正人（⑦・久　保） 

本間　雅彦（⑦・安　角） 

－勤続章－ 

駒沢　　功（⑤・鍬江沢） 

須貝　敏徳（③・高　田） 

渡邉　信彦（②・上　関） 

須貝　圭介（③・高　田） 

伊藤　広行（②・上　関） 

伊藤　孝幸（②・上　関） 

高井　龍一（②・高　瀬） 

渡邉　晃夫（②・　沢　） 

渡邉　栄稔（③・高　田） 

小池　正明（③・高　田） 

平田　正和（③・滝　原） 

大島　克巳（④・上野新） 

板越　隆志（⑤・幾　地） 

横山　正人（⑦・久　保） 

本間　雅彦（⑦・安　角） 
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ざ
は
、
地
球
温
暖
化
の
将
来
を
暗

示
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
石

油
に
支
え
ら
れ
て
き
た
大
量
の
消

費
社
会
は
、
い
ず
れ
終
わ
り
を
迎

え
る
。 

　
私
た
ち
は
、
持
続
可
能
な
低
炭

素
社
会
を
作
り
出
す
こ
と
を
、
子
々

孫
々
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

義
務
と
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

九
月
一
日
、
関
川
村
で
交
通
安
全

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平

田
村
長
は
、
激
励
の
言
葉
で
「
道
」

は
縄
文
時
代
か
ら
あ
り
、
道
の
大

切
さ
を
現
代
の
交
通
に
結
び
つ
け

ま
し
た
。 

　
道
路
は
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の 

で
き
な
い
手
段
で
す
。
一
般
道
や

高
速
道
路
な
ど
、
現
代
で
は
整
備

さ
れ
、
昔
の
歩
く
道
、
物
を
運
ぶ

人
力
車
、
牛
馬
車
が
使
っ
た
道
と

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
進
歩
し
ま

し
た
。
文
明
社
会
、
文
明
の
利
器
、

自
動
車
と
ス
ピ
ー
ド
を
増
し
、
利

便
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
道
路

は
、
私
ど
も
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
文
明
の
利
器
。
し
か
し
、

手
放
し
で
喜
べ
な
い
。
人
命
を
失

う
交
通
事
故
が
付
き
ま
と
う
。 

　
平
成
二
十
一
年
七
月
末
現
在
、

県
内
で
高
齢
者
に
よ
る
歩
行
中
死

亡
事
故
数
は
十
九
人
。
あ
な
た
の

普
段
の
行
動
が
命
取
り
に
な
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。（
次
号
に
つ
づ
く
） 

《県知事表彰》 

－功績章－ 

船山　竹彦（①・打　上） 

渡辺　大輔（②・上　関） 

新野　　清（⑥・片　貝） 

五十嵐　忠（⑦・上川口） 

 

《県消防協会長表彰》 

－功績章－ 

河内　政彦（③・上野山） 

大島　　聡（④・上野新） 

富樫　一男（⑤・上土沢） 

 

《県知事と県消防協会長表彰》 

－精勤賞（20年以上勤続）－ 

船山　竹彦（①・打　上） 

伊藤　　賢（①・下　関） 

加藤　匡智（①・打　上） 

佐藤　義明（⑦・蔵田島） 

山口　忠裕（①・辰田新） 

中束　修一（④・中　束） 

伊藤　忠明（④・南　中） 

照井　信明（④・深　沢） 

 

《県消防協会長表彰》 

－精勤章（10年以上勤続）－ 

高橋　正弘（⑦・大　石） 

菅原　　健（⑥・片　貝） 

渡邉　賢一（①・下　関） 

新野　　健（①・南赤谷） 

渡邉　雅紀（②・　沢　） 

須貝　　出（③・高　田） 

平田　澄人（③・滝　原） 

須貝　直明（④・中　束） 

大島　毅彦（④・上野新） 

冨樫　吉栄（⑤・下土沢） 

井上　政和（⑥・　沼　） 

前田　智博（⑦・鮖　谷） 

 

《県消防協会岩船地区支会長表彰》 

－功績章－ 

高橋　清彦（①・下　関） 

伊藤　啓助（③・松　平） 

須貝　敏徳（③・高　田） 

高橋　数文（④・蛇　喰） 

渡邉　喜和（④・小和田） 

山口　　徹（⑤・上土沢） 

阿部　達也（⑤・大　島） 

高橋　正之（⑤・鍬江沢） 

－23年以上勤続団員の家族－ 

小池　るみ（下　関） 

河内　　緑（上野山） 

五十嵐陽子（上川口） 

丹内　慶子（金　丸） 

高橋　　榮（金　俣） 

今　　幸子（金　丸） 

佐藤サチコ（蔵田島） 

加藤　春美（鮖　谷） 

《村長表彰》 

－平成19年度退職者－ 

（10年以上勤続） 

平田　　毅（③・平内新） 

近　　洋助（④・蕨　野） 

田村　　勉（⑤・大　島） 

須貝　秀之（⑤・大　島） 

大沼　浩之（⑤・上土沢） 

平田　栄次（③・　桂　） 

伊藤　信一（⑦・金　俣） 

鈴木　紀夫（①・下　関） 

横山　清彦（①・打　上） 

　村の消防団員263人が一堂に会した秋季消防演

習と定例表彰式が、９月６日、ふれあいど～むを

会場に行われました。 

　消防演習では、非常召集訓練で各分団が一斉に

放水を行ったほか、人員・姿勢・服装・機械器具

の点検を実施。 

　また、定例表彰式では、優良消防団員やその家

族など43人に県知事や県消防協会長などから、ま

た、一定期間以上勤続した優良団員56人に村長や

団長から、それぞれ表彰状が贈られました。 

優良消防団員表彰 
○数字は分団名。敬称略。 

　今年の６月に入り、

第１期について日本脳

炎の新ワクチンが発売

されました。 

　しかし、多くの子ど

もに使用された実績が

なく、安全性の確認の

点から、国や村では現在も積極的な接種をお

勧めしていません。 

　ただし、保護者が特に希望される場合は、

第１期（標準では３歳～７歳６か月未満）の

対象者に、全額公費負担での接種が可能です。 

　接種を希望される場合は、住民福祉課健康

介護班（☎６４－１４７２）までご連絡くだ

さい。 

情報 
提供 

日本脳炎の 
予防接種について 
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九
月
二
十
四
日
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
に
あ
わ
せ
、
交
通
安
全
協

会
関
川
支
部
主
催
の
「
安
全
祈
願

祭
」
が
打
上
の
交
通
安
全
地
蔵
尊

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
関
係
者
や
地
元
住
民

な
ど
約
百
人
が
出
席
。
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
交
通
事
故
の

な
い
村
に
と
誓
い
を
新
た
に
し
た

ほ
か
、
交
通
安
全
功
労
者
や
優
秀

運
転
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
敬
称
略 

交
通
安
全
功
労
者
表
彰 

■
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」 

▽
伊
藤
　
実
（
沼
） 

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全

協
会
長
表
彰 

▽
今
　
和
明
（
高
田
） 

■
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地
区
交

通
安
全
協
会
長
表
彰 

▽
近
　
満
寿
美
（
下
関
） 

▽
渡
辺
美
佐
子
（
上
関
） 

優
秀
運
転
者
表
彰 

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安

全
協
会
長
表
彰 

―
40
年
無
事
故
無
違
反
― 

▽
津
野
　
庄
衛
（
下
関
） 

―
30
年
無
事
故
無
違
反
― 

▽
渡
辺
タ
イ
子
（
下
関
） 

交通安全表彰もあわせて実施 

高齢者交通事故防止運動実施中！！ 
～ひろげよう　長寿社会へ　無事故の輪～ 

【運動の重点】 

●ライト上向き走行の励行と夕暮れ時の早目のライト点灯 
　　■夜間に対向車等がいないときは、ライト「上向き走行」が基本です。 
　　　ライトをこまめに切り替えて運転しましょう。 
 
 
 
 

　　■ドライバーは、「早めのライト点灯」で自分が「見る」だけでなく、 
　　　自分を「見せて」交通事故を防止しましょう。 

県内の昨年の交通事故死者のうち、65歳以上の高齢者は71人。このうち、日没が 
早まる10月と11月の２か月間で23人と約３割を占めています。 

＜ヘッドライト照射距離＞　ライト上向き……約100ｍ 
　　　　　　　　　　　　　ライト下向き……約40ｍ 

＜ライト点灯時間の目安＞10月中 ⇒ 午後4時30分　11月中 ⇒ 午後4時 

10月1日 
　～11月30日 

▲交通安全を祈願する参加者の皆さん 

●道路横断時における左右の安全確認の徹底と反射材の活用 
　　■昨年の歩行中の高齢者死者32人のうち、走行車両の直前・直後の横断 
　　　が原因で亡くなった人は過半数を超えています。道路を横断するとき 
　　　は、車両の直前・直後の横断はやめ、左右の安全を十分に確認して横 
　　　断しましょう。 

　　■昨年の夜間歩行中の高齢者死者23人のうち、明るい服装だった人はわ 
　　　ずか２人、夜光反射材の着用者もわずか１人でした。夕暮れ時以降に 
　　　外出するときには、明るい服装を心がけるとともに、夜光反射材を身 
　　　につけ、自分の存在を知らせましょう。 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　
九
月
二
十
一
日
の
「
敬
老
の
日
」

を
前
に
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て

百
寿
と
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
に
、
村
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

　
今
年
の
百
寿
該
当
者
は
、
明
治

四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
明
治
四

十
三
年
三
月
三
十
一
日
生
ま
れ
の

三
人
、
米
寿
該
当
者
は
、
大
正
十

年
四
月
一
日
か
ら
大
正
十
一
年
三

月
三
十
一
日
生
ま
れ
の
五
十
三
人
。 

　
九
月
十
一
日
、
各
家
庭
に
平
田

大
六
村
長
と
佐
藤
忠
良
副
村
長
が

訪
問
し
、
村
長
直
筆
の
祝
状
と
名

前
入
り
の
絵
皿
を
贈
呈
。
垂
水
の

里
で
は
「
敬
老
の
日
を
迎
え
ご
長

寿
を
祝
福
い
た
し
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
し
ま
す
」
と
平
田
大
六
村
長

が
激
励
す
る
と
、
米
寿
を
迎
え
た

山
口
フ
ユ
エ
さ
ん
は
「
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
元
気
に
話

し
、
記
念
品
を
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。 

▲特別養護老人ホーム・垂水の里では、

　９月11日に行われた敬老会に合わせて

　平田大六村長が記念品を贈呈。また、

　その後の余興では、集い会の皆さんに

　よる踊りや民謡も披露され、敬老の日

　をお祝いしました。 

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」 

敬
老
の
日
を
前
に
村
か
ら
記
念
品 

▲９月10日に保健センターで開催された、 
　田辺直仁先生の講演会のようす。 メタボリック症候群と糖尿病の予防 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と 

　
糖
尿
病
は
関
係
が
と
て
も
強
い 

メタボリック症候群とは？  

・肥満 
・高血圧 
・高脂血症 
・高血糖 
 

糖尿病の原因は？  

体内で糖を利用する時に出る 
ホルモン（インスリン）の 

・出が悪い 
（遺伝体質） 
・効きが悪い 

複数一緒に 
起きている 
状態です 

効きが悪い 
原因は 
・肥満 
・運動不足 

　９月10日、新潟大学医学部准教授・田辺直仁

先生の「メタボリック症候群・糖尿病予防講演

会」を開催しました。今月号では、その内容の

一部をご紹介します。 

○メタボリック症候群や糖尿病は、血液中の糖や脂肪が

　減らないため、体全体の血管を痛める原因になります。

　⇒動脈硬化が進行 

○動脈硬化の進行による代表的な病気は、脳梗塞や心
　筋梗塞です。（これらは、境界型糖尿病でもなりやす
　いのでご用心ください） 

予防するには・・・ 
①肥満の予防・改善に努めましょう 

②常に体を動かすことを心がけましょう 
　・標準体重にならなくても、少し体重が減るだけでも
　　予防効果はあります。１か月に0.5㎏～１㎏減らす
　　位を目標に、自分のペースで減量しましょう。 

　・ラジオ体操やウォーキングなど、手軽にできる運動
　　から始めましょう。10月から始まる、生涯学習課主
　　催の「歩く健康教室」にぜひご参加ください。 

＊詳しい内容は、保健師・栄養士へお問い合わせく
　ださい。 



みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 
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　　　秋の香りが日一日と濃くなります。朝晩は肌寒いのでお体には気を付けてください。 

　　　図書室に新しい本がたくさん入りました。皆さんのご利用をお待ちしております。 

「だるまさんの」 
かがくい　ひろし作　Eカ 

「終の住処」 
磯崎　憲一郎　著　９１３イ 

　赤ちゃんや小さい子どもたちに
大人気のだるまさんシリーズ。か
わいいだるまさんといっしょに遊
ぼ！「だるまさんと」と「だるま
さんが」もぜひ一緒に楽しんで。 

　30歳を過ぎてなんとなく結婚
した男と女。やがて、娘が生まれ
男の人生は安泰かと思われたが、
妻はそれきり11年間口をきかな
かった。芥川賞受賞作品。 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

　
九
月
十
七
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
吉
田
明
雄
会
長
）
と
村
主

催
の
「
第
三
十
五
回
高
齢
者
体
育

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
村

民
会
館
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
各
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
。

全
五
種
目
を
十
六
チ
ー
ム
の
ク
ラ

ブ
対
抗
で
競
い
な
が
ら
、
親
睦
を

図
り
ま
し
た
。
競
技
で
は
、
ジ
ャ

ン
ボ
豆
つ
ま
み
リ
レ
ー
や
じ
ゃ
ん

け
ん
リ
レ
ー
、
関
川
村
も
の
し
り

〇
×
ク
イ
ズ
な
ど
の
人
気
種
目
の

ほ
か
、
新
た
に
空
気
砲
で
ポ
ン
レ

ー
ス
も
行
わ
れ
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ

ー
の
連
続
に
会
場
は
笑
い
と
歓
声

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

▽
優
　
勝
　
安
角
・
鮖
谷
老
人
ク 

　
　
　
　
　
ラ
ブ 

▽
準
優
勝
　
蛇
喰
・
上
新
保
老
人 

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ 

▽
第
３
位
　
高
田
親
和
会 

▽
第
４
位
　
平
内
新
長
寿
会 

▽
第
５
位
　
上
野
老
人
ク
ラ
ブ 

▽
第
６
位
　
川
北
老
人
ク
ラ
ブ 

▽
　
同
　
　
土
沢
長
生
ク
ラ
ブ 

トキめき新潟国体に 
　　負けないハッスルプレー 
～高齢者体育レクリエーション大会～ 

11（日）24（土） 

3（土）18（日）31（土） 
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船

山

　
駿
さ
ん 

（
関
川
中
学
校
３
年
・
打
上
） 

　８月17日から静岡県で開催された「第９回AA

全国中学生KB野球選手権大会」に、新潟県選抜

チームの一員として出場した、船山駿さんにお話

を聞きました。 

 

―野球を始めたきっかけは？また、野球をしてい

　て一番楽しい時は？ 

　兄が野球をしていて、一緒にキャッチボールな

どをしていたら楽しかったので、小学２年からス

ポーツ少年団に入りました。野球をしていて楽し

かったのは、今年の夏です。野球部のみんなと県

大会ベスト８まで行けたので、楽しい夏でした。 

―選抜チームの一員として、全国大会に出場して

　みてどうでしたか？ 

　とても学ぶことが多かったです。私は８年間野

球をしてきて、「野球」というスポーツを知った

つもりでしたが、そうではありませんでした。県

選抜に入って、ベンチでの仕事や声の大切さなど、

いろいろと学ぶことができました。 

―日本文理高校の伊藤直輝先輩と若林尚希先輩の

　甲子園での活躍はどうでしたか？ 

　とても格好良かったです。伊藤さんは甲子園を

一人で投げ抜いたのと、決勝の九回二死の場面で

打った三遊間のヒットが印象的でした。若林さん

は、何度も盗塁を阻止したこと、初戦の寒川戦で

キャッチャーフライを滑り込んで捕ったところが

すごく良かったです。 

―それでは将来の夢は？ 

　まだ具体的に決まっていませんが、人の役に立

って、人から喜んでもらえるような仕事につきた

いと思っています。 

　９月26日から新潟県内各地を会場に開催中の第

64回国民体育大会「トキめき新潟国体」に関川村出

身の４人の選手が出場しています。（敬称略） 

 

◆バレーボール（成年男子６人制） 

　�近　　裕崇（21歳・大島出身・東海大学） 

　　期間：10月２日～５日 

　　会場：小千谷市総合体育館 

 

◆バスケットボール（成年男子） 

　�須貝　　智（29歳・上土沢出身） 

　　期間：10月２日～５日 

　　会場：佐渡市両津総合体育館 

 

◆高等学校野球（硬式野球） 

　�伊藤　直輝（18歳・上関・日本文理高校） 

　�若林　尚希（18歳・下関・日本文理高校） 

　　期間：９月27日～30日 

　　会場：HARD OFF ECOスタジアム新潟 

関川村から４人の選手が出場 

　
十
月
十
一
日
（
日
）
は
、
三
年

ぶ
り
に
「
第
二
十
一
回
村
民
運
動

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
運
動
会
は
、
村
内
九
つ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
対
抗
で
行
わ
れ
、
ス
ピ

ー
ド
や
体
力
だ
け
で
な
く
、
楽
し

い
種
目
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
運

動
を
楽
し
む
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▽
と
　
き
　
10
月
11
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜 

▽
と
こ
ろ
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

　
　（
雨
天
・
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
） 

▽
問
い
合
わ
せ
先 

　
生
涯
学
習
課
（
村
民
会
館
内
） 

　
　
　
　
　
☎
六
四
―
二
一
三
四 

■
期
日
　
８
月
30
日 

■
会
場
　
新
潟
市
新
津
武
道
館 

■
成
績 

―
小
学
５
年
女
子
無
差
別
級
― 

▽
第
２
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
） 

　
　
　
　
　
　
　
※
県
大
会
出
場 

ふ
る
っ
て
ご
参
加 

　
　
　

く
だ
さ
い 

第
21
回

村
民
運
動
会 

平成18年の村民運動会のようす 

平
成
21
年
度
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯 

少
年
柔
道
選
手
権
大
会 

　
　
下
越
地
区
予
選
会 

し
ゅ
ん 
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－５年女子－ 

■100ｍ走 

①高橋　理彩（大　石）　 16秒5 

②瀬賀　百花（下　関）　 17秒0 

③伊藤　実那（上　関）　 17秒9 

④長　　宏美（宮　前）　 18秒3 

⑤河内保乃華（大　石）　 18秒4 

■80ｍハードル 

①高橋　理彩（大　石）　 17秒5 

②小池　陽菜（下　関）　 20秒6 

③沢田　茉優（大　島）　 20秒7 

④近　日菜子（大　島）　 20秒9 

⑤松田　　望（下　関）　 21秒0 

■800ｍ走 

①瀬賀　百花（下　関）3分15秒9 

②河内保乃華（大　石）3分18秒0 

③伊藤　実那（上　関）3分18秒5 

④長　　宏美（宮　前）3分20秒1 

⑤沢田　茉優（大　島）3分21秒2 

■走り幅跳び 

①瀬賀　百花（下　関）　 285㎝ 

②長　　宏美（宮　前）　 263㎝ 

③近　日菜子（大　島）　 257㎝ 

④河内　佳奈（　沢　）　 246㎝ 

⑤駒沢　　優（鍬江沢）　 226㎝ 

 

■走り高跳び 

①高橋　理彩（大　石）　 105㎝ 

②伊藤　実那（上　関）　 105㎝ 

③小池　陽菜（下　関）　　95㎝ 

④河内保乃華（大　石）　　95㎝ 

⑤松田　　望（下　関）　　90㎝ 

■400ｍリレー 

①関小Ａ　　　　　　1分11秒9 

②関小Ｂ　　　　　　1分22秒7 

 

－６年男子－ 

■100ｍ走 

①八幡　俊平（八ツ口）　 15秒5 

②渡邉　光太（上　関）　 15秒5 

③加藤　一樹（下　関）　 15秒8 

④小野　周平（下　関）　 16秒3 

⑤渡邉　駿太（上　関）　 16秒3 

■80ｍハードル 

①加藤　一樹（下　関）　 14秒9 

②八幡　俊平（八ツ口）　 15秒1 

③大島　壱泉（上野新）　 16秒1 

④近　　　光（辰田新）　 17秒0 

⑤小野　周平（下　関）　 17秒5 

■1500ｍ走 

①山口　大知（蛇喰）　5分50秒1 

②渡邉　光太（上関）　6分03秒5 

③伊藤　真生（辰田新）6分06秒5 

④高橋　勝幸（鮖　谷）6分15秒2 

⑤篠田優太郎（下　関）6分23秒1 

■走り幅跳び 

①八幡　俊平（八ツ口）　 372㎝ 

②近　　　光（辰田新）　 347㎝ 

③高橋　勝幸（鮖　谷）　 343㎝ 

④大島　壱泉（上野新）　 342㎝ 

⑤小野　周平（下　関）　 340㎝ 

■走り高跳び 

①加藤　一樹（下　関）　 118㎝ 

②山口　大知（蛇　喰）　 118㎝ 

③篠田優太郎（下　関）　 115㎝ 

③伊藤　真生（辰田新）　 115㎝ 

⑤渡邉　光太（上　関）　 100㎝ 

■400ｍリレー 

①関小Ａ　　　　　　1分05秒6 

②関小Ｂ　　　　　　1分08秒8 

③女川小　　　　　　1分10秒0 

 

－６年女子－ 

■100ｍ走 

①平田　里奈（松　平）　 14秒9 

②渡辺　　彩（上　関）　 16秒2 

③渡辺　　渚（下　関）　 16秒2 

④鳥屋　夢奈（宮　前）　 16秒4 

⑤横山　奈美（若　山）　 16秒7 

 

■80ｍハードル 

①平田　里菜（松　平）　 15秒8 

②渡辺　　渚（下　関）　 17秒3 

③斎藤　柚綺（上　関）　 17秒3 

④伊藤　晴子（南　中）　 17秒5 

⑤近　茉奈佳（上　関）　 17秒9 

■800ｍ走 

①平田　里奈（松　平）2分52秒7 

②渡辺　　唯（大　島）3分01秒9 

③渡辺　　彩（上　関）3分14秒4 

④磯部　彩芽（上　関）3分14秒9 

⑤横山　奈美（若　山）3分17秒7 

■走り幅跳び 

①渡辺　　唯（大　島）　 345㎝ 

②渡辺　　彩（上　関）　 336㎝ 

③鳥屋　夢奈（宮　前）　 329㎝ 

④近　　朋香（蕨　野）　 281㎝ 

⑤佐藤　亜美（蔵田島）　 278㎝ 

■走り高跳び 

①伊藤　晴子（南　中）　 110㎝ 

②横山　奈美（若　山）　 105㎝ 

③高橋　愉紀（下　関）　 105㎝ 

④近　茉奈佳（上　関）　 100㎝ 

④渡辺　　渚（下　関）　 100㎝ 

■400ｍリレー 

①女川小　　　　　　1分08秒5 

②関小Ｂ　　　　　　1分10秒0 

③安角小　　　　　　1分13秒2
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随
想
リ
レ
ー 

67

三浦泰介 先生 
（関川中学校　教頭） 

11月１日号は、量山久弥先生（川北小）に 

バトンタッチ！ 

　
十
五
年
ほ
ど
前
、
韓
国
に
二
週
間
ほ
ど
滞
在

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
新
潟
県
の
小
・
中
・
高

の
教
員
十
数
名
で
ソ
ウ
ル
、
キ
ョ
ン
ジ
ュ
、
プ

サ
ン
と
い
っ
た
都
市
に
滞
在
し
、
各
地
の
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
視
察
、
各
種
文
化

施
設
等
の
見
学
、
一
般
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
と
い
っ
た
具
合
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

行
程
が
組
ま
れ
て
い
た
。 

　
学
校
訪
問
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
て
み
る
。 

　
小
学
校
で
は
全
校
児
童
が
舞
踊
を
披
露
し
て

く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
五
・
六
年
生
女
子

が
民
族
衣
装
で
韓
国
伝
統
舞
踊
を
披
露
し
て
く

れ
た
。
そ
の
舞
踊
は
小
学
生
と
は
思
え
な
い
見

事
な
も
の
で
あ
っ
た
。
週
一
時
間
「
舞
踊
」
の

授
業
で
練
習
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
日
本
で
い
う
教

師
が
指
導
す
る
「
部
活
動
」
が
な
か
っ
た
こ
と

に
驚
い
た
。
訪
問
し
た
中
学
校
は
私
立
の
女
子

中
学
で
あ
っ
た
が
、
有
望
な
二
人
の
卓
球
選
手

の
た
め
に
、
校
舎
内
に
卓
球
練
習
場
が
設
け
ら

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
専
門
家
が
指
導
す
る
体

制
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
高
校
に
お

い
て
は
、
英
語
以
外
に
第
二
外
国
語
が
あ
る
。

（
ち
な
み
に
一
番
選
択
率
が
高
い
の
は
日
本
語

で
あ
っ
た
）
大
学
進
学
率
が
約
七
五
％
で
大
学

受
験
は
極
め
て
厳
し
い
。 

　
そ
の
韓
国
で
も
、
現
在
の
日
本
と
同
様
「
い

じ
め
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と
の
こ
と
。
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
。
ま
た
韓
国
に
行
く
ぞ
！ 

■
期
日
　
８
月
27
日 

■
会
場
　
新
潟
サ
ン
ラ
イ
ズ
ゴ
ル

　
　
　
　
フ
コ
ー
ス 

■
成
績 

―
小
学
生
男
女
の
部
― 

▽
第
２
位
　
瀬
賀
　
百
花
（
下
関
） 

第
12
回

県
ジ
ュ
ニ
ア 

　
ゴ
ル
フ
競
技
大
会 

第
１
回
し
ば
た
ナ
イ
タ
ー 

　
　
陸
上
競
技
会 

■
期
日
　
８
月
22
日 

■
会
場
　
新
発
田
市
五
十
公
野
公 

　
　
　
　
園
陸
上
競
技
場 

■
成
績 

―
小
学
６
年
女
子
100
�
― 

▽
第
２
位
　
平
田
　
里
奈
（
松
平
） 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
14
秒
72 

―
小
学
４
年
男
子
100
�
― 

▽
第
１
位
　
近
　
　
元
徳
（
宮
前
） 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
15
秒
72 

―
小
学
２
年
女
子
100
�
― 

▽
第
１
位
　
平
田
　
那
奈
（
松
平
） 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
18
秒
11 

▽
第
２
位
　
渡
辺
　
陽
美
（
上
関
） 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
18
秒
37 

▽
第
３
位
　
山
本
　
葉
月
（
滝
原
） 

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
18
秒
83
 

日ごろの練習の 
　　　　成果を発揮 

第42回　関川村親善陸上大会 

９月16日・土沢小学校グラウンド 
○数字は順位。＊敬称略 

－５年男子－ 

■100ｍ走 

①平田　英鉄（小　見）　 15秒8 

②渡辺　健斗（上　関）　 16秒7 

③平田　和真（平内新）　 16秒8 

④渡辺　裕貴（下　関）　 16秒9 

⑤渡辺　　樹（南赤谷）　 17秒0 

■80ｍハードル 

①高橋　寛道（上土沢）　 16秒0 

②渡辺　健斗（上　関）　 16秒5 

③平田　祐也（小　見）　 18秒9 

④田村　達朗（高　田）　 19秒4 

⑤近　　陽貴（大　島）　 19秒5 

■1500ｍ走 

①平田　英鉄（小　見）6分03秒9 

②野本　　晃（大　島）6分04秒8 

③渡辺　　樹（南赤谷）6分08秒5 

④渡辺　海斗（高　田）6分10秒7 

⑤船山　勝輝（勝　蔵）6分10秒8 

■走り幅跳び 

①平田　英鉄（小　見）　 358㎝ 

②渡辺　健斗（上　関）　 349㎝ 

③渡辺　　樹（南赤谷）　 331㎝ 

④田村　達朗（高　田）　 296㎝ 

⑤渡辺　裕貴（下　関）　 289㎝ 

■走り高跳び 

①渡辺　海斗（下　関）　 110㎝ 

②船山　勝輝（勝　蔵）　 105㎝ 

②高橋　寛道（上土沢）　 105㎝ 

④山口　雄大（蛇　喰）　 95㎝ 

④平田　祐也（小　見）　 95㎝ 

■400ｍリレー 

①関小Ａ　　　　　　1分08秒0 

②川北小　　　　　　1分08秒6 

③関小Ｂ　　　　　　1分18秒2 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・赤ずいき　１束（５本位） 

・酢（下ゆで用）　大さじ４ 

・針しょうが（飾り用）　少々 

（合わせ酢） 

・酢　100㏄　　・みりん　50㏄　　・酒　50㏄ 

・砂糖　大さじ１ 

・うまみ調味料　少々 

ずいきの赤酢漬け 
　古くから、ずいきは「古血を洗う」といわれて
きました。また、出産後の女性に食べさせると体
力が早く回復するとされ、産後の儀式としてきた
地域もあったようです。お祝い事にもよく食べら
れ、赤飯につきものの一品です。 

①ずいきはていねいに皮をむき、水に浸す。 

②鍋にたっぷりの湯を沸かし、酢を加えて沸騰したら①

　のずいきを入れ、歯ざわりよくゆでる。ゆで上がった

　ら４㎝長さに切る。 

③ボウルに合わせ酢を作り、その中に熱々のずいきを入

　れ、ピンク色になるまでおく。 

④器に盛り、針しょうがを天盛りする。 

 

※冷蔵庫に入れておくと、長期間保存できます。また、

　干したずいきは、粕汁や含め煮、ニシンの炊き合わせ

　などにも利用できます。 

郷
愁
の
思
い
を
胸
に
盆
帰
省
賑
わ
い
残
し
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

夏
も
過
ぎ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

今
年
も
又
た
い
し
た
も
ん
じ
ゃ
の
行
列
を
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

我
は
涙
で
ぢ
っ
と
見
つ
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

千
三
百
人
青
松
の
地
で
茶
の
湯
の
会
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

こ
の
素
晴
ら
し
さ
何
時
の
世
迄
も
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

秋
祭
り
鎮
守
の
森
に
幟
り
立
ち
氏
子
は
畏
み
　
　

佐
藤
　
庄
七 

子
供
は
は
し
や
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

水
槽
の
魚
の
よ
う
に
鬼
や
ん
ま
庭
を
暫
く
　
　
　

小
池
　
啓
子 

行
っ
た
り
来
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

季
節
ご
と
便
り
を
く
れ
る
君
に
出
す
手
紙
に
　
　

渡
辺
千
恵
子 

歌
を
添
え
て
送
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

あ
け
放
つ
網
戸
に
張
り
つ
く
こ
お
ろ
ぎ
は
　
　
　

山
口
　
藤
枝 

夜
の
廚
を
覗
き
見
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

67

短

　

歌 
（４人分） 



佐 藤 金 男  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
多
弁
」「
守
る
」 
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ま
だ
足
り
ぬ
寝
言
に
続
き
し
ゃ
べ
っ
て
る
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

お
喋
り
会
婆
ち
ゃ
ん
生
き
生
き
若
返
り
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

老
い
て
な
お
女
に
守
る
も
の
が
あ
る
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

若
き
日
の
苦
労
賜
物
家
守
る
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

逢
う
度
に
多
弁
の
友
が
う
ら
や
ま
し
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

コ
ッ
プ
酒
多
弁
譲
ら
ぬ
天
下
論
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

汗
拭
う
陽
も
な
く
立
秋
迎
え
け
り
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

朝
散
歩
露
草
愛
で
て
足
を
止
め
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

老
鶯
の
鮮
や
か
な
音
に
目
覚
め
け
り
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

汗
流
す
夏
駆
け
抜
け
し
空
の
色
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

窓
外
に
一
瞬
の
影
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

少
年
の
倒
立
き
ま
る
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

　
関
川
村
議
会
議
長
を
務
め
た
佐
藤

金
男
は
昭
和
六
年
五
月
十
三
日
旧
朝

日
村
荒
沢
に
石
川
金
次
郎
の
二
男
と

し
て
出
生
。
昭
和
二
十
一
年
三
月
塩

野
町
村
立
塩
野
町
高
等
小
学
校
卒
業
。

昭
和
三
十
四
年
七
月
結
婚
し
て
関
川

村
下
関
に
転
居
。
姓
を
佐
藤
に
改
め

た
。 

　
下
関
で
最
初
自
転
車
店
を
経
営
。

後
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
石
油
や
燃
焼
器
具

等
の
販
売
・
修
理
を
営
み
、
昭
和
五

十
九
年
三
月
一
日
か
ら
合
資
会
社
佐

藤
商
業
と
し
、
代
表
社
員
と
な
っ
た
。 

　
昭
和
四
十
六
年
八
月
一
日
衆
望
を

担
っ
て
関
川
村
議
会
議
員
に
就
任
。

以
来
五
期
連
続
当
選
を
含
め
平
成
十

一
年
七
月
ま
で
の
間
、
六
期
二
十
四

年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
高
邁

な
政
治
信
念
を
持
っ
て
地
方
自
治
発

展
に
寄
与
し
た
。
特
に
昭
和
五
十
五

年
十
月
か
ら
二
年
九
か
月
関
川
村
議

会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
を

務
め
、
昭
和
五
十
八
年
八
月
か
ら
一

年
間
と
平
成
八
年
八
月
か
ら
二
年
間

の
二
度
に
わ
た
っ
て
関
川
村
議
会
副

議
長
を
歴
任
。
平
成
五
年
十
二
月
か

ら
一
年
七
か
月
関
川
村
議
会
総
務
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
を
務
め
た
。

ま
た
平
成
五
年
九
月
か
ら
一
年
三
か

月
同
議
会
村
有
温
泉
有
効
活
用
等
特

別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
そ
の
職
責

を
果
し
た
。
さ
ら
に
議
員
の
信
望
を

得
て
平
成
九
年
八
月
か
ら
同
十
一
年

七
月
ま
で
関
川
村
議
会
議
長
と
し
て

関
川
村
の
産
業
、
福
祉
、
文
化
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
こ
の
間

福
祉
施
設
の
充
実
と
村
へ
の
定
住
施

策
を
最
重
要
政
策
と
す
る
当
時
の
鈴

木
村
政
と
協
調
し
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
垂
水
の
里
」
や
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
尽
力
し
た
。 

　
ま
た
定
住
対
策
と
し
て
若
者
定
住

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
、
多

目
的
施
設
「
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
」
や

「
光
兎
こ
ど
も
館
」
の
整
備
を
進
め

た
ほ
か
、
地
元
下
関
集
落
に
第
三
次

宅
地
造
成
計
画
を
推
進
し
、
三
十
一

区
画
の
宅
地
分
譲
を
実
現
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
村
の
福
祉
施
設
の
整

備
や
定
住
対
策
に
果
し
た
功
績
は
大

き
い
。
そ
の
他
、
村
内
の
交
通
安
全

防
止
の
た
め
に
組
織
に
よ
る
安
全
運

動
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
村
当
局
に

働
き
か
け
昭
和
五
十
一
年
五
月
か
ら

村
に
交
通
安
全
指
導
員
制
度
を
設
け

自
ら
指
導
員
を
平
成
十
年
十
二
月
ま

で
務
め
る
と
共
に
村
上
地
区
安
全
協

会
の
副
会
長
な
ど
役
員
を
務
め
、
交

通
事
故
防
止
の
啓
発
に
貢
献
し
た
。 

　
ま
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
趣
味
と
し

て
熱
心
に
励
み
、
関
川
村
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
連
盟
会
長
を
二
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
務
め
、
各
種
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
。
ま
た
新
潟
県
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
理
事
や
総
務
財
政

委
員
長
、
副
会
長
を
務
め
、
県
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
振
興
に
寄
与
し
た
。 

　
平
成
十
五
年
五
月
、
春
の
叙
勲
で

勲
五
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
た
。
平

成
二
十
一
年
六
月
十
三
日
七
十
八
歳

で
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

○
佐
藤
家
の
系
図 

　
…
石
川
金
次
郎
―
金
男 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智
之 

　
…
佐
藤
恵
次
郎
―
イ
ヨ 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 

ろ
う
お
う 

そ
う
が
い 

し
ゃ
べ 

た
ま
も
の 

ゆ
ず 

佐
藤 
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●８月16日～９月15日までの届出● 
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平成21年８月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,065世帯（＋１） 
総 人 口　　6,817　人（－８） 
　 男 　　　3,265　人（－８） 
　 女 　　　3,552　人（±０） 

転入　１人　　転出　７人 

出生　２人　　死亡　４人 （　　　　　　　　） 

ごめい福をお祈りいたします 

市井　順一　さん　　72歳　　山　本　 

佐藤　藤雄　さん　　56歳　　下　関 

平田　孝雄　さん　　62歳　　滝　原 

長　　平一　さん　　84歳　　宮　前 

市井　茂七　さん　　92歳　　山　本 

小嶋　タツ　さん　　85歳　　下　関 

�農家の方の一年の苦労が実になる収穫
の時期を迎え、あちらこちらでコンバイ
ンの音が鳴り響いています。北陸農政局
の農林水産統計によれば今年の作柄は、
やや不良と見込まれていますが、農家の
方に聞くと「台風などの影響も無く、な
かなか良いようです」との声も聞かれま
した。豊作をお祈りします。 
�今月号では、８月28日から行われた「第
22回えちごせきかわ大したもん蛇まつり」
の様子を写真で紹介させていただきまし
た。また、９月26日は、トキめき新潟
国体のオープニングセレモニーで出張パ
レードも行われました。担ぎ手の皆さん、
大変お疲れさまでした。トキめき新潟国
体の出張パレードの様子は、11月１日
号で紹介させていただきますのでお楽し
みに。　　　　　　　　　　　　（つ） 

お誕生おめでとうございます 

みあかちゃん（女）　松ケ丘 

　　　　　　佐藤　雅史・千恵子さん 

颯　太ちゃん（男）　金丸 

　　　　　　阿部　真人・真紀子さん 

 

そう　　 た 
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シラヒゲ草 

　ユキノシタ科ウメバチソウ属の多年草で、糸状に

細く切れ込んだ花弁を白い髭に見立てたことが名前

の由来です。山中の湿地に生え、中部以西から九州

に分布します。変種のオオシラヒゲ草は、花がひと

まわり大きく、本州の日本海側に分布しています。

真っ白な５枚の花弁が糸状に裂け、花弁と対生する

雄しべの先が３分裂していて、特徴のある花形から

写真愛好家に人気のある花です。花期は８～９月頃

で、ガマズミなど秋に真っ赤な実を付ける種も多い

ので、季節の色対比としてもおもしろ

い花です。 

栽培方法　自生地は湿原など湿り気が

あり、やや日当たりの悪いところです。

大変水を好むので潅水はこまめにして

ください。用土は小粒鹿沼土と小粒赤

玉土を８：２の割合で混合し、水持ち

の良い用土を使用します。肥料は薄い

液肥を潅水がわりに使用すればよいで

しょう。以前は山地の湿地帯で普通に

見られていたそうですが、現在では愛

知県でレッドデータブックに掲載され

るほどの希少種で、かわいらしい花な

のに入手困難となり、なかなか目にす

る機会のないのが残念です。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

佐藤　誠さん　美香さん（朴坂） 

綾　音ちゃん（５歳） 

汰　一ちゃん（２歳） 

あや　　　ね 

　た　　　いち 

　体を動かすのが大好きな綾音と汰一です。最近お姉ちゃんは逆立ちが

できるようになって、逆立ちをするたびに見て見て～！と大騒ぎ。汰一

は音楽が聴こえてくると、クネクネぴょんぴょんリズムにノリノリ♪ 

　いっぱい遊んで、元気に丈夫におっきょならへよー！ 




